
 様式７ 

         平成２３年度共同利用実施報告書（研究実績報告書）               

   

１． 共同利用種目（該当種目にチェック） 

□特定共同研究(A)  □特定共同研究(B)  □特定共同研究(C)  □一般共同研究 

□地震・火山噴火予知研究  □施設・実験装置・観測機器等の利用 

□データ・資料等の利用  ■研究集会 

 

２．課題番号または共同利用コード   ２０１１－Ｗ－０４ 

 

３．プロジェクト名、研究課題、集会名、または利用施設・装置・機器・データ等の名称 

   和文：  地震動の瞬時解析と直前予測                         

   英文：  Rapid analysis and prediction of seismic ground motion                     

 

４．研究代表者所属・氏名  気象研究所 地震火山研究部 干場 充之      

   （地震研究所担当教員名）  卜部 卓 准教授， 鶴岡 弘 准教授             

 

５．利用者・参加者の詳細（研究代表者を含む。必要に応じ行を追加すること） 

氏名 所属・職名 利用・参加内容または 

施設,装置,機器,データ 

利用・参加期間 日

数 

旅費

支給 

 (旅費支給者を当欄に記入し

た．参加者全体については別

紙 1に記入) 

    

堀内茂木 ㈱ホームサイスモメータ 参加・発表 9月 8，9日 ２ 有 

源栄正人 東北大学大学院工学研究科・

災害制御研究センター 

参加・発表 9月 8，9日 ２ 有 

香川敬生 鳥取大学大学院工学研究科 参加・発表 9月 8日 １ 有 

ツァンバ・ツ

ォゲレル 

東北大学大学院工学研究科 

 

参加・発表 9月 8，9日 ２ 有 

赤澤隆士 

 

(財)地域地盤環境研究所 

 

参加・発表 9月 8，9日 ２ 有 

入倉孝次郎 愛知工業大学地域防災センタ

ー 

参加・発表    9月 8，9日 ２ 有 

倉橋 奨 

 

愛知工業大学地域防災センタ

ー 

参加 9月 8，9日 ２ 有 

正木和明 

 

愛知工業大学地域防災センタ

ー 

参加・発表 9月 8，9日 ２ 有 

卜部卓 地震研究所 

 

参加 9月 8，9日 ２ 有 

 

 



６．研究内容（コンマ区切りで 3つ以上のキーワードおよび 400字程度の成果概要を記入） 

キーワード： 

 地震動予測，緊急地震速報，地震観測，処理システム，地震防災・減災 

 

研究集会「地震動の瞬時解析と直前予測」は，平成 23 年 9 月 8，9 日に開催され，それぞれの日に約 50

名の参加者を集めて，地震研究所 2 号館の第 2 会議室にて開催された．22 題の研究発表があり，気象庁の

緊急地震速報の現状と将来計画，各機関で計画されている観測網の進展，速報の伝達方法や利活用状況，オ

ンサイト処理や気象庁の緊急地震速報との併合処理，震源・マグニチュード推定や震度予測の迅速化と精度

向上，より精緻な処理手法，将来展望などに関する議論がなされた．特に，東北地方太平洋沖地震の経験を

踏まえて，課題，得られた教訓や知見，また，課題に対する対応方策に関する意見交換が行われた．今回の

研究集会での参加者間における新しい知見の共有化と活発な議論による処理手法の深化によって，今後のこ

の分野における研究の発展，さらには，地震防災や減災にむすびつくものと期待される． 

 

７．研究実績報告（公表された成果のリスト＊１または 2000～3000字の報告書） 

（＊１論文タイトル、雑誌・学会・セミナー等の名称、謝辞への記載の有無、ポイント数、電子ファイル添付のこと） 

 

プロシーディングスの公開 

地震研究所の共同利用研究の成果のＵＲＬにて公開（謝辞に記載あり）  5ポイント 

http://wwweic.eri.u-tokyo.ac.jp/viewdoc/yure2011/index.html  

http://wwweic.eri.u-tokyo.ac.jp/viewdoc/yure2011/index.html


別紙１－１（参加者名簿その 1） 

 

 

 



別紙１－２（参加者名簿その２） 

 



別紙１－３（参加者名簿その３） 

 

 

 

 

 


